
（11） 第２３５号平成２６年（２０１４年）４月２５日

可
決
し
た

議
案　
　

第１回
定例会

区
長
提
出
議

区
長
提
出
議
案案

●
平
成　

年
度
中
野
区
一
般
会

２５

計
補
正
予
算
（
第
４
次
）

　

歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
２
億

１
６
８
４
万
７
千
円
を
追
加
し
、

予
算
額
は
１
１
９
１
億
４
１
５

３
万
７
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
、
臨
時
福
祉
給

付
金
及
び
子
育
て
世
帯
臨
時
特

例
給
付
金
の
給
付
に
要
す
る
事

務
費
や
財
政
調
整
基
金
な
ど
９

基
金
へ
の
積
立
金
な
ど
を
追
加

計
上
し
、
給
与
改
定
及
び
当
初

計
上
見
込
差
に
よ
り
、
職
員
給

与
費
な
ど
を
減
額
す
る
も
の
で

す
。

●
平
成　

年
度
中
野
区
用
地
特

２５

別
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
８

３
４
０
万
８
千
円
を
減
額
し
、

予
算
額
は　

億
７
０
５
９
万
２

６５

千
円
と
な
り
ま
し
た
。

●
平
成　

年
度
中
野
区
国
民
健

２５

康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算

　

歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
７
１

０
万
６
千
円
を
追
加
し
、
予
算

額
は
３
３
８
億
１
２
４
２
万
１

千
円
と
な
り
ま
し
た
。

●
平
成　

年
度
中
野
区
後
期
高

２５

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予

算

　

歳
入
歳
出
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
５

５
０
１
万
６
千
円
を
減
額
し
、

予
算
額
は　

億
４
３
９
８
万
４

６１

千
円
と
な
り
ま
し
た
。

●
平
成　

年
度
中
野
区
介
護
保

２５

険
特
別
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
１
億

２
９
４
６
万
８
千
円
を
追
加
し
、

予
算
額
は
２
０
０
億
３
４
６
７

万
６
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

●
平
成　

年
度
中
野
区
一
般
会

２６

計
予
算

●
平
成　

年
度
中
野
区
用
地
特

２６

別
会
計
予
算

●
平
成　

年
度
中
野
区
国
民
健

２６

康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

●
平
成　

年
度
中
野
区
後
期
高

２６

齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

●
平
成　

年
度
中
野
区
介
護
保

２６

険
特
別
会
計
予
算

（
予
算
額
は
１
面
に
掲
載
）

●
中
野
区
長
等
の
給
料
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

区
長
、
副
区
長
及
び
常
勤
の

監
査
委
員
の
給
料
月
額
の
引
下

げ
を
行
う
と
と
も
に
、
平
成　
２６

年
３
月
に
支
給
す
る
期
末
手
当

に
つ
い
て
特
例
措
置
を
定
め
る

も
の
で
す
。

●
中
野
区
教
育
委
員
会
教
育
長

の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

教
育
長
の
給
料
月
額
の
引
下

げ
を
行
う
と
と
も
に
、
平
成　
２６

年
３
月
に
支
給
す
る
期
末
手
当

に
つ
い
て
特
例
措
置
を
定
め
る

も
の
で
す
。

●
中
野
区
職
員
定
数
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

職
員
の
定
数
を
改
め
、　

人
７５

減
と
な
る
２
０
０
０
人
と
す
る

も
の
で
す
。

●
中
野
区
事
務
手
数
料
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

薬
事
法
の
改
正
に
伴
い
、
引

用
条
項
の
整
備
を
行
う
も
の
で

す
。

●
中
野
区
財
産
価
格
審
議
会
条

例

　

公
有
財
産
の
管
理
及
び
処
分

並
び
に
財
産
の
取
得
及
び
借
入

れ
に
関
し
、
適
正
な
価
格
を
評

定
す
る
た
め
、
区
長
の
附
属
機

関
と
し
て
中
野
区
財
産
価
格
審

議
会
を
設
置
し
、
そ
の
所
掌
事

項
、
組
織
等
に
つ
い
て
定
め
る

も
の
で
す
。

●
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

　

平
成　

年
度
中
野
区
一
般
会

２５

計
補
正
予
算
に
つ
い
て
、
東
京

都
知
事
選
挙
を
平
成　

年
２
月

２６

９
日
に
実
施
す
る
に
あ
た
り
、

こ
れ
に
要
す
る
経
費
を
直
ち
に

予
算
措
置
す
る
必
要
が
あ
っ
た

た
め
、
専
決
処
分
し
た
こ
と
に

つ
い
て
承
認
し
た
も
の
で
す
。

●
仮
称
鷺
の
宮
調
節
池
上
部
多

目
的
広
場
整
備
工
事
請
負
契

約

　

仮
称
鷺
の
宮
調
節
池
上
部
多

目
的
広
場
の
整
備
工
事
を
行
う

た
め
、
契
約
を
締
結
す
る
に
当

た
り
、
議
決
を
し
た
も
の
で
す
。

●
東
京
都
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
規
約
の
変
更
に
つ
い

て

　

東
京
都
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
規
約
の
変
更
の
協
議
に

当
た
り
、
議
決
を
し
た
も
の
で

す
。変
更
の
内
容
は
、平
成　
・
２６

　

年
度
分
の
後
期
高
齢
者
医
療

２７の
保
険
料
の
軽
減
の
た
め
に
各

区
市
町
村
の
一
般
会
計
か
ら
負

担
を
求
め
る
経
費
を
定
め
る
も

の
で
す
。

●
中
野
区
社
会
教
育
委
員
の
設

置
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

社
会
教
育
法
の
改
正
に
伴
い
、

社
会
教
育
委
員
の
委
嘱
の
基
準

を
定
め
る
も
の
で
す
。

●
中
野
区
道
路
占
用
料
等
徴
収

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例

　

道
路
法
の
改
正
に
伴
い
、
規

定
を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

●
中
野
区
公
衆
便
所
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

西
武
鉄
道
新
宿
線
中
井
駅
か

ら
野
方
駅
間
の
連
続
立
体
交
差

事
業
に
係
る
沼
袋
駅
開
削
工
事

の
実
施
に
伴
い
、
沼
袋
駅
前
公

衆
便
所
を
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

●
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い

て

　

産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
の
指
定

管
理
者
を
指
定
す
る
に
当
た
り
、

議
決
を
し
た
も
の
で
す
。

●
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い

て

　

重
度
・
重
複
障
害
児
通
所
支

援
施
設
の
指
定
管
理
者
を
指
定

す
る
に
当
た
り
、
議
決
を
し
た

も
の
で
す

●
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い

て

　

知
的
・
発
達
等
障
害
児
通
所

支
援
施
設
の
指
定
管
理
者
を
指

定
す
る
に
当
た
り
、
議
決
を
し

た
も
の
で
す
。

●
中
野
区
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

国
民
健
康
保
険
の
保
険
料
率

等
を
改
め
る
も
の
で
す
。

●
中
野
区
自
治
基
本
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

区
長
の
在
任
期
間
に
係
る
規

定
を
削
除
す
る
も
の
で
す
。

●
平
成　

年
度
中
野
区
一
般
会

２５

計
補
正
予
算
（
第
５
次
）

　

歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ　

億
１１

１
６
０
８
万
１
千
円
を
追
加
し
、

予
算
額
は
１
２
０
２
億
５
７
６

１
万
８
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
、
国
の
「
好
循

環
実
現
の
た
め
の
経
済
対
策
」

に
連
動
し
、
事
業
の
前
倒
し
を

行
う
も
の
と
し
て
、
東
中
野
駅

前
広
場
整
備
に
要
す
る
経
費
や

防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化

に
要
す
る
経
費
を
追
加
計
上
す

る
も
の
で
す
。

●
平
成　

年
度
中
野
区
一
般
会

２６

計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
５

億
９
５
０
３
万
２
千
円
を
減
額

し
、
予
算
額
は
１
２
０
０
億
９

１
９
６
万
８
千
円
と
な
り
ま
し

た
。

　

主
な
内
容
は
、
防
犯
パ
ト
ロ

ー
ル
カ
ー
の
購
入
経
費
を
追
加

計
上
し
、
平
成　

年
度
補
正
予

２５

算
に
前
倒
し
し
て
計
上
し
た
経

費
を
減
額
す
る
も
の
で
す
。

●
中
野
中
学
校
校
庭
整
備
工
事

請
負
変
更
契
約

　

中
野
中
学
校
校
庭
整
備
工
事

に
係
る
請
負
契
約
に
つ
い
て
、

賃
金
水
準
の
上
昇
及
び
搬
出
土

の
量
の
増
加
等
に
伴
い
契
約
金

額
を
増
額
す
る
変
更
契
約
を
締

結
す
る
に
当
た
り
、
議
決
を
し

た
も
の
で
す
。

 
●
決
議
（
１
件
）

●
意
見
書
（
２
件
）

（
決
議
・
意
見
書
の
内
容
は
次

項
に
掲
載
） 

議
員
提
出
議

議
員
提
出
議
案案

 　

議
案
の
審
議
に
あ
た
り
、
次

の
議
員
が
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

 
◆
賛
成
討
論

　

北
原　

と
も
あ
き　
（
自
民
）

　

木
村　

広
一　
　
　
（
公
明
）

　

石
坂　

わ
た
る　
（
無
所
属
）

◆
反
対
討
論

　

岩
永　

し
ほ
子　
　
（
共
産
）

　

酒
井　

た
く
や　
　
（
民
主
）

　

む
と
う　

有
子　
（
無
所
属
）

　

近
藤　

さ
え
子　
（
無
所
属
）

　

奥
田　

け
ん
じ　
（
無
所
属
）

　

林　

ま
さ
み　
　
（
無
所
属
）

（
審
議
結
果　

可
決
）

  　

長
年
に
わ
た
っ
て
、
区
民
・

都
民
・
国
民
が
強
く
求
め
て
き

た
、
２
０
２
０
年
の
第　

回
オ

３２

リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
及
び
第

　

回
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大

１６会
の
東
京
で
の
開
催
が
決
定
し

た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
東
京
で
の
開
催
は
、

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
世
界
の

人
々
が
国
際
交
流
と
国
際
親
善

を
深
め
、
平
和
な
社
会
の
実
現

に
貢
献
す
る
、
大
変
意
義
深
い

も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
東

日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
と
再

生
に
取
り
組
ん
で
い
る
わ
が
国

議

案

議

案

にに

対
す
る
討

対
す
る
討
論論

中
野
区
自
治
基
本
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

可
決
し
た

決

議

第１回
定例会

第　

回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競

３２
技
大
会
及
び
第　

回
パ
ラ

１６

リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の

成
功
に
関
す
る
決
議

に
と
っ
て
、
国
民
に
元
気
と
夢
、

希
望
を
与
え
て
く
れ
る
一
大
イ

ベ
ン
ト
で
あ
る
。

　

ま
た
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

開
催
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
や
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
浸
透

に
よ
る
、
障
害
者
等
が
暮
ら
し

や
す
い
社
会
の
実
現
、
誰
も
が

相
互
に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し

あ
う
共
生
社
会
の
実
現
に
つ
な

が
る
。

　

開
催
ま
で
あ
と
６
年
。
日
本

の
輝
か
し
い
未
来
を
切
り
開
く
、

２
０
２
０
年
の
東
京
大
会
を
成

功
に
導
く
た
め
に
は
、
国
や
東

京
都
、
企
業
な
ど
オ
ー
ル
ジ
ャ

パ
ン
体
制
で
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
。
な
か
ん
ず
く
、
主
た
る

舞
台
と
な
る
東
京　

区
で
は
、

２３

競
技
施
設
や
道
路
・
公
共
交
通

等
の
都
市
基
盤
の
整
備
な
ど
の

ハ
ー
ド
面
だ
け
で
な
く
、
ソ
フ

ト
面
に
お
い
て
も
、
区
民
・
事

業
者
・
行
政
等
が
幅
広
く
連
携

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
競

技
施
設
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

　

区
が
連
携
、
協
力
し
、
知
恵

２３を
出
し
合
っ
て
、
成
功
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

よ
っ
て
、
中
野
区
議
会
は
、

第　

回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大

３２
会
及
び
第　

回
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

１６

ク
競
技
大
会
の
成
功
に
向
け
て
、

議
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
く
も
の
で
あ
る
。 

  　

わ
が
国
に
お
い
て
ウ
イ
ル
ス

性
肝
炎
、
特
に
Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝

炎
の
患
者
が
合
計
３
５
０
万
人

以
上
と
さ
れ
る
ほ
ど 
蔓  
延 
し
て

ま
ん 
え
ん

い
る
実
態
は
、
大
半
が
国
の
責

め
に
帰
す
べ
き
事
由
に
よ
る
も

の
で
あ
り
、「
肝
炎
対
策
基
本

法
」
や
「
特
定
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ

ン
製
剤
及
び
特
定
血
液
凝
固
第

蕊
因
子
製
剤
に
よ
る
Ｃ
型
肝
炎

感
染
被
害
者
を
救
済
す
る
た
め

の
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
特

別
措
置
法
」
に
お
い
て
も
、
国

の
法
的
責
任
が
明
確
に
示
さ
れ

て
い
る
。

　

現
在
、
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患

者
に
対
す
る
医
療
費
助
成
は
、

肝
炎
治
療
特
別
促
進
事
業
と
し

て
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
対
象

と
な
る
医
療
が
、
Ｂ
型
・
Ｃ
型

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
減
少
を
目
的

と
し
た
抗
ウ
イ
ル
ス
療
法
で
あ

る
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療
と

Ｂ
型
肝
炎
の
核
酸
ア
ナ
ロ
グ
製

剤
治
療
に
限
定
さ
れ
て
い
る
た

め
、
医
療
費
助
成
の
対
象
か
ら

外
れ
て
い
る
患
者
が
相
当
数
に

の
ぼ
る
。
特
に
、
肝
硬
変
・
肝

が
ん
患
者
は
高
額
の
医
療
費
を

負
担
せ
ざ
る
を
得
な
い
だ
け
で

は
な
く
、
就
労
不
能
の
方
も
多

く
、
生
活
に
困
難
を
来
し
て
い

る
。
さ
ら
に
、
肝
臓
機
能
障
害

に
係
る
身
体
障
害
認
定
基
準
は
、

可
決
し
た

意
見
書

第１回
定例会

◆
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者

　

に
対
す
る
医
療
費
助
成

　

の
拡
充
を
求
め
る
意
見

　

書


